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ボランティアって何だろう！(3)

～「生徒をもっと大人扱いするべきだ！」～

前号までに，20年以上前，アメリカコロラド州出身のトッド・フラリー先生が本校で外

国語指導助手（ALT）として勤務していたこと，彼は大洗の海岸を訪れ，その汚さに驚き

「大洗海岸クリーンアップ作戦」を企画したこと，その企画には，県内で勤務するALTや生

徒など400人以上が参加したことなどについて，お話ししました。その後，トッド先生はそ

の時の経緯を「地球の日―大洗にて」で報告し，さらに，インタビューの中でボランティ
ア活動についての考え方を示しました。その中では，「日本の高校生は幼稚だ」「日本人

は高校生だけでなく，大人も幼稚だ。」などと挑発的な表現が使われていましたが，発言

の趣旨は「日本の高校では，生徒をもっと大人扱いするべきだ。」ということであり，多

くの生徒たちの共感を得ることができました。

とはいえ，生徒の中にはトッド先生の意見に対して露骨に反感を示すものもいたようで
す。今回は，そうした少数派の意見も含めて「当時の生徒達が感じたこと」を，当時私が

担任したクラスで刊行した冊子（『翼の軌跡』（平成９年度中央高等学校第３学年６組発

行））から拾ってみたいと思います。

「ボランティアについての事は少しずつだけど，その波紋はやがて大きな波になると思う｡

（S.I）」

「授業でない授業という感じで，興味深かった｡例えば，アジアの苦しんでいる人たちに何

か送りたいと思っても私たちは一体どうしていいのかわからない｡学校でも詳しく知ってい
る人はたぶんいると思う｡そういうことを紹介してもいいと思う｡（N.K)」

「深谷先生やトッド先生のような先生がもっとふえてほしい｡いい事教えてくれる先生がい

て本当によかった｡感謝しています｡ (H.I)」

これらは，多くの生徒たちが抱いた，授業に対する率直な意見だろうと思われます。生

徒たちはトッド先生の指摘を肯定的に捉え，「自分にできることはないか」と批判に対し

て前向きに受け止めようとしていたのではないかと思われます。ボランティア活動に対し
ても前向きで，「人のために自分にできることをしたい」と願う生徒たちがたくさんいた

からなのではないかと思われます。

そうした生徒たちに対して学校ができることは，もっとボランティア活動に係る情報を

生徒たちに提供し，生徒たちがより社会性を身につけるためのお手伝いをすることだと思

われます。
挑発的なトッド先生に対しては，逆に，反発を覚え批判的な意見を述べた生徒もいまし

た。もう少し生徒たちの声に耳を傾けてみます。



ボランティア活動をきっかけとして，将来福祉関係の仕事をしたいと思うようになったと

いうＭ．Ｋさん。自分を成長させてくれたボランティア活動を人に勧めるのは，それは大学

に入るためとか，就職に有利だからという理由ではなく，トッド先生の言う「成熟さ」や

「社会的責任」を身に付けるためだと理解しているようです。とすれば，もうすでに十分

「成熟した」大人としての考え方が身に付いていると言えるのではないでしょうか。

さらに，トッド先生の意見が「日本の悪い所しか語っていない」ので，日本の良い所も見

つけて，「今以上に日本を好きになってください。」などと日本に対する理解を促している

ところは，実に成熟した大人としての対応です。今の言葉で言えば，「神対応」と言っても

いいかも知れません。

続いて，もうひとつ，トッド先生に対して批判的な意見を紹介します。



「ボランティアって何だろう？」と，ボランティア活動の本質を問うような意見です。こ
れを書いたＳ．Ｋさんは，「自分にはこの受験制度をどうすることもできっこない」と言っ
ていますが，20年前私は，Ｓ．Ｋさんには，大学に進学して「受験制度に物言える」ような
人になってもらいたいと，『翼の軌跡』の中でコメントしました。トッド先生に対して，失
礼な表現も見られますが，いずれ成熟した「大人」になれば，それも改まることでしょう。
さて，最後にもうひとりだけ紹介します。

「Todd先生の授業も深谷先生の授業も大好きでした｡本当に大切なことを教えてもらったよ
うな気がします。Todd先生のプリント読んで，うちの親，一度は『うん，そうだね』って
言ってました｡でもその後で『でもあんたはそれよりも勉強しなくちゃいけない』って言わ
れました｡このままじゃ何も変わらないようで，すごく怖いです。どうすれば変えていくこ
とができるんでしょうか｡ 何かを変えようとするのってすごく難しいですね｡ (Y.O)」

この生徒は，当時私が気にかけていた「生徒たちは，学校で学んだことを次の世代にど
う伝えていくのだろうか。」という問いには，多少悲観的に，社会の理解が得られていな
いことを嘆いています。
あれから22年。今の生徒の皆さんは一体どう考えるでしょうか。（つづく）


